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令和 5 年度第 2 回下関市立図書館協議会議事録  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開催日時 令和 6 年 2 月 2 日（金）14： 00～ 16： 00

 会　　場 下関市教育センター　3 階　中研修室

 出席委員  

（7 名）

吉光紀行委員　西河内靖泰委員　村岡亜由子委員  

船瀬保美委員　金子聡委員　　　田口美春委員　  

上田瞳委員

 欠席委員  

（3 名）

草野和子委員　大谷多恵委員　　前田真奈美委員

 事務局  

（13 名）

教育部　　　　部長　藤田信夫　部次長　藤井智  

中央図書館　　館長　江原理恵　副館長　大石敦磨  

主幹　﨑野美也子  主任　水戸麻紀子  

副主任　三村弘則  

菊川図書館　　館長　田坂吉治  

豊田図書館 　 館長　河﨑昌文　  

豊浦図書館　　館長　異儀田正康  

豊北図書館　　館長　永井智志  

彦島図書館　　館長　小山義記  

長府図書館　　館長　村上秀夫

 傍 聴 者 なし

 議　　事 (1)令和 5 年度下関市立図書館基本計画年次計画報告  

について  

(2)令和 6 年度下関市立図書館基本計画年次計画 （案） 

について  

(3)その他



2 

　開会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

 

（事務局）  

定刻となりましたので、令和 5 年度第 2 回下関市立図書館協議会を開催い

たします。  

本日はお忙しい中、ご出席を賜りまして、誠にありがとうございます。  

本日の司会を務めさせていただきます下関市教育委員会中央図書館の﨑

野と申します。どうぞよろしくお願いいたします。  

会の開催に先立ちまして、下関市教育委員会教育部部長、藤田信夫よりご

挨拶を申し上げます。  

 

　教育部長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

 

（教育部長）  

　改めましてお忙しい中、図書館協議会にご出席いただきまして、大変あり

がとうございます。平素から図書館行政だけにかかわらず、教育行政全般に

ご支援ご協力をいただいておりますことに対しまして、重ねてお礼申し上げ

ます。ありがとうございます。  

さて、昨年 11 月にご報告をさせていただいたところですが、安岡地区複

合施設に整備いたします新しい図書館の名称につきまして、沢山のご意見を

いただきありがとうござます。皆様のご意見を踏まえた上で、教育委員会の

中で検討協議させていただき、名称は「下関市立はまゆう図書館」として進

めさせていただくということで、昨年 12 月の市議会において報告させてい

ただきました。最終的には条例に基づいて決定いたしますので、条例改正が

必要となって参ります。今その手続きを進めているところでございます。  

いずれにいたしましても、この新しい図書館が地域にとって下関市にとっ

て、良い図書館となるように進めてまいりたいと思います。引き続きご支援

ご協力いただきますようよろしくお願い申し上げます。  

今日は議題を 2 件提出させていただいております。いずれも図書館基本計

画に基づく案件となっております。限られた時間ではございますが、それぞ

れのお立場から多くのご意見をいただくことをお願い申し上げ、開催の挨拶

とさせていただきます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。  
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　事務連絡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

 

（事務局）  

　本日は、委員 10 名のうち 7 名の委員にご出席いただいておりますので、

「下関市立図書館の設置等に関する条例施行規則第 28 条第 2 項」に規定さ

れる会議の開催要件を満たしておりますことをご報告いたします。  

　続きまして、お手元の資料を確認させていただきます。  

　まず、本日の次第、配席表、出席者名簿、下関市立図書館協議会委員名簿、 

　資料 1　令和 5 年度下関市立図書館基本計画年次計画報告  

　資料 2　令和 6 年度下関市立図書館基本計画年次計画（案）  

　資料 3　安岡地区複合施設内の図書館について  

　第１回下関市立図書館協議会議事録  

以上が本日席上配布しております資料でございます。よろしいでしょうか。 

第 1 回の議事録についてですが、本来であれば協議会終了後にホームペー

ジにて公開しているのですが、諸事情により公開が遅れておりますので、本

日席上配付させていただきました。  

　本協議会は公開しておりますが、本日は今のところ傍聴の方はおられませ

ん。なお、議事の概要は、後日図書館のホームページ等にて公開する予定で

すので、あらかじめお知らせいたします。  

　それでは、これからの進行は、下関市立図書館の設置等に関する条例施行

規則第 28 条第 1 項により、吉光会長にお願いいたします。  

 

　議事(1)　令和 5 年度下関市立図書館基本計画年次計画報告について　　　　　　　　　　

 

（会長）  

　それでは、令和 5 年度第 2 回下関市立図書館協議会を開催いたします。  

次第に従いまして、議事を進行していきたいと思いますので、皆様ご協力を

よろしくお願いします。  

議事に入る前に、下関市立図書館基本計画と各年度で策定する年次計画に

ついて、事務局より説明をお願いします。  

 

（事務局）  

　それでは、下関市立図書館基本計画と各年度で策定する年次計画について

ご説明いたします。  

「第 2 次下関市立図書館基本計画」は、下関市立図書館の基本理念とこれ

に基づく基本方針を定めたものです。この計画の実施期間は令和 5 年度から
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令和 9 年度までの 5 年間であり、この 5 年間の間に確実に実現していくた

め、毎年の具体的な取組を示したものが「年次計画」です。「年次計画」は、

各図書館が置かれている状況や利用者のニーズが図書館ごとに違うため、図

書館ごとに検討・策定することとしております。各図書館を利用される方々

を想定しながら立てた「年次計画」は、各図書館それぞれの特色あるものと

なっています。  

 

（会長）  

事務局の方から、計画等、各年度で策定する運営計画について説明いただ

きました。  

それでは、議事（1）として、令和 5 年度下関市立図書館基本計画年次計

画報告について、事務局からお願いします。  

 

（事務局）  

　それでは、議事（1）令和 5 年度下関市立図書館基本計画年次計画報告に

ついて説明させていただきます。  

　資料 1「令和 5 年度下関市立図書館基本計画年次計画報告」をご覧くださ

い。今年度の「年次計画」における各館の業務目標は 19 項目です。全館の

業務目標として 5 項目、各図書館で 14 項目を設定しています。  

　各館の年次計画報告につきまして、館ごとに順にご説明し、最後にご意見、

ご質問をうかがう形で進めさせていただきたいと思いますが、よろしいでし

ょうか。では、中央図書館からご説明いたします。  

  

説明の前に、事前配布させていただきました資料に一部誤りがありまし  

たのでお知らせいたします。本日配布の資料は訂正したものでございます。 

訂正箇所は 2 か所です。　  

資料 1 令和 5 年度下関市立図書館基本計画年次計画報告の 12 ぺージ、豊

北図書館の取組の写真説明の部分が 7 月、 12 月の「ブックトーク」となっ

ておりましたが、「クイックトーク」と訂正しております。  

資料 2 令和 6 年度下関市立図書館基本計画年次計画（案）の 3 ぺージ、中

央図書館の「市民参加型講座の開催」の取り組み内容について、「プレスク

トークの使い方」となっておりましたが、正しくは「プレクストーク」に訂

正しております。  

　それでは、全館にかかる目標についてご説明いたします。資料 1 の 1 ペー

ジをご覧ください。  

1「図書館サービスの周知」といたしまして、下関市立図書館の全館でか
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かげた年次計画の実施内容や進捗状況について把握し、次年度の計画につい

て検討しました。図書館サービスの利用案内やイベントについて、図書館だ

より、ホームページ、Facebook に掲載し、周知を行いました。　  

次に、2「図書館司書の技能向上」といたしまして、自主開催の研修とし

て、学校司書と合同の「著作権実務研修」と、「図書館の自由」をテーマと

した研修を開催しました。その他、下関市や山口県主催研修に参加しました。

今年度も WEB 配信による研修が多く開催され、県外での開催の研修会などに

参加することができました。　  

3「学校図書館との連携の強化」として、先ほども説明しましたが、学校

司書との合同研修会を 9 月に開催し、研修後に情報交換をしました。学校司

書と交流する機会となりました。また、豊田図書館で除籍した児童図書の譲

渡会を 2 回開催し、豊田町内の小学校に提供しました。  

4「行政資料の充実と利用促進」につきましては、下関市で発行される資

料を広く収集するために、下関市の関係課所室へ出版物の提供について依頼

し、受入しました。また、中央図書館のレファレンスコーナーにて「下関と

広報」「下関と関門」など、下関市に関する資料を展示しました。  

5「図書館サービス満足度の把握」として、「図書館サービスについてのア

ンケート」を 1 月 4 日から 1 月 31 日まで、各図書館および下関市のホーム

ページアンケートフォームにて実施しました。回答人数は 229 人、うちウエ

ブ回答は 43 名でした。結果につきましてはホームページにて公表する予定

です。  

続きまして、中央図書館の目標についてご説明いたします。資料の 2 ペー

ジをご覧ください。中央図書館の目標は 6 項目です。  

1「特殊コレクション情報の発信（継続）」としまして、中央図書館で所蔵

している貴重なコレクションを紹介し活用推進を図るため、コレクションの

うち、未整理資料の整理作業に取り組みました。前年度より継続して整理し

ていたレコードやテープ類の登録を行い、自動化書庫に保管しました。整理

済みの資料を、毎月テーマを設定し、4 階のガラスケースを利用して展示し、

Facebook で展示の情報を発信しました。  

また、整理したレコードの中から、下関ゆかりの曲とクリスマスの曲を選

曲し、12 月に「レコード鑑賞会」を 4 階の新聞雑誌閲覧エリアにて開催し

ました。鑑賞会で使用したレコードを含め数点を、ガラスケースで展示し、

Facebook で情報を発信しました。  

3 ページをご覧ください。2「移動図書館車「ブックル」の積極的な広報活

動」（継続）としまして、昨年度に引き続き「ブックル、学校訪問」を行い

ました。5 月には下関市内の司書教諭が集まる学校図書館研修会にてプレゼ
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ンテーションを行い、訪問希望の学校を募りましたところ、11 校の応募が

あり、抽選の結果 4 校に決まりました。7 月に角倉小学校、10 月に向山小学

校・誠意小学校、11 月に向井小学校を訪問しました。学校訪問終了後は、

Facebook でその模様を発信しました。10 月からの学校訪問では、ブックル

の組立図とブックルずかんを作成し、児童たちにプレゼントしました。  

また、9 月と 11 月に親子ふれあい広場のイベントに参加し、下関市役所

前広場でブックルの紹介や見学会、貸出を行いました。図書館には来館した

ことがあってもブックルの存在を知らなかったという利用者もおり、ブック

ルのアピールとなりました。  

4 ページをご覧ください。3「資料情報の整理と、情報提供の利便性の向上

（継続）」としまして、検索した時に表示されるデータに、情報量が少ない

資料が混在しているため、該当の資料を探し出して情報を増やし、利用者が

検索しやすくしました。今年度は山口地域資料コーナーの作業を行いました。

また、貸出等で動きのあった書庫資料などで、該当する資料が確認された場

合は整理しました。並行して、児童コーナーの漫画の資料リストの作成とデ

ータ整理作業を行いました。それらを含め、現在整理済みの資料は約 4,800

冊です。  

4「地域資料の充実と整理」としまして、長府図書館から移管した乃木資

料の整理、登録を行い、中央図書館の蔵書としました。今年度の登録は、985

冊で、乃木資料の中でも遺書寄贈とわかるものを中心に整理しました。また、

長期保存の貴重書のため、和書は表紙を作成し、革表紙の資料はカビ等の汚

れをアルコール消毒しました。  

　遺書寄贈資料のうち軍事関係の資料を、1 月 26 日から 5 階レファレンス

コーナーにて展示しています  

5 ぺ―ジをご覧ください。5「日本十進分類法を利用した展示」として、  

日本十進分類法に基づき、4 月から今年の 3 月まで毎月テーマを設けて、展

示を実施しました。資料とともに各テーマに沿った説明文を掲示し、利用者

が新たに手に取る工夫をしました。広報としては、展示風景を Facebook に

投稿し、展示資料のリストをホームページの図書館推奨リストに掲載しまし

た。また、図書館だよりに毎月のテーマに沿ったおすすめ本を紹介しました。

分類ごとのジャンルで、これまで手に取る機会が少なかった資料を紹介する

ことができ、図書館の資料の中で新しい分野の資料と出会うきっかけづくり

となりました。  

　6 ページをご覧ください。6「絵本に親しみ絵本に出会う空間づくり （継

続）」として、令和 3 年度より 4 階円形書架スペースで展開している「おう

ちではぐくむすくすく子育て応援コーナー」を継続して整備しました。  
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年齢に応じた資料提供として、育児に関する疑問・悩みを知るために、未

就学児の保護者を対象としたアンケートを実施し、アンケート結果と関連資

料を展示しました。アンケート結果は 3 月 22 日まで展示する予定です。  

年齢に応じたブックリストの作成・配布として、未就学児を対象に７月か

ら 11 月は外遊び、12 月から 3 月は家遊びと 2 回に分けてテーマを設定し、

資料の収集とリストを作成しました。作成したリストは配布、Facebook 及

びホームページに掲載を行いました。  

また、「いきいき子育てコーナー」・「おうちではぐくむすくすく子育て応

援コーナー」の書架案内を作成し、各コーナーにどんな本があるのかをまと

めました。以上、中央図書館の報告を終わります。  

　  

　彦島図書館の今年度の報告をさせていただきます。資料 1 の 7 ページでご

ざいます。業務目標は 2 つです。  

1 つ目の業務目標に関する取り組み内容は、児童室の環境づくりの工夫で

す。進捗状況に関しましては、月ごとに年次テーマと児童テーマの 2 つのコ

ーナーを設置し、よりタイムリーなテーマ設定を工夫をしました。具体的に

は、季節や行事、暮らし、生き物など、子供たちが関心を持つようなテーマ

です。  

2 つ目の目標に関する取り組み内容は、蔵書の適切な管理と利用しやすい

書架の工夫です。蔵書管理につきましては、書架の整理とともに、除籍作業

も進め、棚全体にゆとりを持たせるように工夫をしました。空いたスペース

には面出しした本を展示しています。併せて、新たな見出しも作成し、利用

者の利便性を図りました。以上です。  

 

　長府図書館です。次のページ 8 ページになります。長府図書館について

は、業務目標は 2 点です。  

1 点目、ＹＡ（ヤングアダルト）コーナーの充実、これは継続です。成果

として、ＹＡ向けの新刊購入については昨年よりは少なめでしたが、利用者

数は約倍に増えています。ＹＡ対象の 13 歳から 18 歳の利用者数も、約倍近

く増えています。  

それ以外に、キャリア教育コーナー以外のテーマ展示として、今年度 11

月に職場体験に来た 2 名の中学生によるおすすめコーナーを設置しました。

これは好評で、貸出状態が続き、好感触を得ています。  

続いて 2 点目です。より利用しやすい児童室へということで、業務目標を

あげてます。赤ちゃん向け及び子育て本関連の資料も意識して収集しました。

6 歳までの利用ですが、約 1 割増という結果になっています。  
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地域資料が見えにくいところにありましたが、地域資料と児童の文庫の置

き場所を入れ替えました。数値には示していませんが、その結果、地域資料

もよく出ているという結果になっています。  

文庫の場所を入れ替え、大きく案内表示をしたことで、文庫がどこにある

かわかりやすくなりました。以上です。  

 

　続きまして菊川図書館でございます。9 ページをご覧ください。  

他部署との連携による図書館の利用促進を目標としまして、6 月の環境月

間に合わせ 1 ヶ月間、地球温暖化をテーマにしたパネル展示や関連図書の展

示を、環境政策課及び豊浦図書館と合同で行いました。  

関連図書を借りた利用者には、ノベルティとして環境政策課が準備したエ

コグッズと菊川図書館オリジナルの手づくりのしおりの 2 点をプレゼント

いたしました。同時に各図書館のスタンプを押印するスタンプカードを配布

しました。このスタンプカードは、スタンプが 2 個たまった際には、抽選で

エコグッズが当たるというキャンペーンでございます。  

今年度は他部署との初めての共同事業でございましたが、市が取り組んで

いる課題について市民に知ってもらい、関心を高めるとともに、図書館の利

用促進を図ることができたと考えております。以上です。  

 

　豊田図書館の今年度の実施状況の報告をいたします。10 ページをご覧く

ださい。  

業務目標を子どもの読書推進のための活動の実施として、令和 2 年度より

取り組んでいる「絵本かるた」も 4 年目となり、町内の小学校での開催が浸

透したことから、令和 5 年度はこども園での開催に力を入れ、幼少期からの

読書活動の推進に努めることとしておりましたが、こども園の開催には至ら

ず、今後も開催に向けて声がけをしていきたいと思っております。  

今年度の絵本かるたの開催状況は、西市公民館で「大人の絵本かるた」を

1 回、豊田下小学校で、1 年生から 4 年生を対象に 1 回、西市小学校で全学

年を対象に、3 回に分けて実施しました。  

まだ、昨年末から団体貸出を行っている社会福祉協議会豊田デイサービス

センター「おいでんか」でも、新たに実施しました。以上報告を終わります。 

 

　豊浦図書館でございます。資料の 11 ページをご覧ください。  

豊浦図書館では、他部署との連携による図書館の利用促進を目標に掲げて

おりました。6 月の環境月間に合わせまして、本市環境部環境政策課と、そ

して先ほど報告がありましたが菊川図書館と連携し、5 月から 1 ヶ月間パネ
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ル展示や書架スペースに関連図書の展示を行い、環境月間をＰＲいたしまし

た。また、スタンプラリーにつきましては、環境部からいただいた粗品等を

プレゼントいたしました。  

抽選でエコグッズを詰め合わせたセット等をお渡ししましたが、26 名の

参加があり大変好評を博したところです。また、子供たちに環境問題につい

て身近に感じてもらえるように、6 月の読み聞かせ会では環境についての絵

本を読み、また、紙袋を再利用した、普段とは異なるブックリストを作成し、

エコについて考えるきっかけとして発信いたしました。  

また、10 月に開催しました図書館まつりにつきましては、「世界の自然環

境と私たちのくらし」と題して、下関市深坂自然の森の井上桂先生を講師と

してお招きし、環境についての講座を開催いたしました。当初定員 8 名に対

しまして、子供大人を含めた 21 名の参加があり、大変好評を博したところ

でございます。以上報告でございます。  

 

　それでは、12 ページをご覧ください。豊北図書館の令和 5 年度年次計画

を報告いたします。業務目標は、図書館をもっと利用しよう、年間を通じて

の利用促進活動の実施です。  

取り組みの内容及び進捗状況におきましては、4 月に豊北中学校の新入生

及び 2 年生、3 年生に図書館利用のオリエンテーションを行いました。7 月

と 12 月に各クラスでクイックトーク、本の紹介を行って参りました。  

次に、3 学期に豊北中学校生徒を対象とした図書館まつりを、2 月 6 日火

曜日から 3 月 26 日火曜日まで実施いたします。豊北図書館は平成 18 年 4 月

に豊北中学校 4 校の統合中学校内に市立図書館機能を設けておりますので、

活動につきましては、中学校と密接な関係にあります。以上で報告を終わり

ます。  

 

（会長）  

各館ごとの年次計画報告がありましたけれども、順番に聞いていこうかと

思います。まず、資料 1 ページの全館、全般的なところについて、何かご意

見ご質問等がございませんか。  

 

（委員）  

1 ページの 3 番、学校司書との合同研修会を開催されたということですけ

れども、現在、市内の学校司書さんの人数は、確か 20 名でしたね。そのう

ちの何名の方が参加されたんでしょうか。  

それから 2 つ目の質問は 1 ページの 5 番、満足度についてのアンケートで



10 

すが、昨年度あるいは一昨年度のアンケートの結果と比べて、皆さんの声と

して少し変化したなど、もしありましたら、お聞かせいただきたいなと思い

ます。　　　  

 

（会長）  

　今、２点質問がありましたが、いかがでしょうか。  

 

（事務局）  

 研修会につきましては、学校司書については 20 名全員ということで、図書

館の司書については、約 50 名が参加し研修会を行いました。研修会後の交

流会では、学校のエリアが近い図書館がグループとなるようにし、情報交換

をする場を設けました。図書館の司書からは、生徒児童がどういう本に興味

を持ってるか、どういう本が人気があるかなどの情報が得られ、とてもいい

機会になったという声を聞いております。  

今年度の満足度アンケートにつきましては、1 月 31 日に終わり、今から

集計作業をするところです。昨年度の状況も照らし合わせて比較して公表す

る方法を検討できればと思っております。  

 

（会長）  

　今、意見がありましたが、その他にご質問はありますでしょうか。  

先ほどの学校司書との合同研修会は、正式名称はありますか。  

 

（事務局）  

図書館としては図書館実務研修の第 1 回として行いまして、学校司書は学

校司書研修会としてそれぞれで開催しておりますので、正式名称というのは、

図書館で言いますと図書館実務研修となります。  

 

（会長）  

　この実務研修は、毎年定例的にされるということでしょうか。  

 

（事務局）  

　昨年も同じ 9 月に行いまして、今年度が 2 回目ということになります。で

きれば開催が続けられたらと考えているところですが、来年度の予定は、ま

だ決まっておりません。  
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（会長）  

　実務研修なのでなかなか難しいとは思いますが、司書教諭との連携として、

今は学校司書と図書館司書の実務研修ということですけれども、司書教諭と

の研修はありますでしょうか。  

 

（事務局）  

　今の段階では学校司書限定の研修会とさせていただいています。学校司書

の担当の教育研修課とも話をしているところです。これまでコロナ禍という

ことで人数を制限して開催しておりましたが、今後は学校のボランティアの

方や司書教諭とも交流できるような機会を設けることができればと考えて

おります。ただ、まだ実現に向けてできるかどうかは、検討しているところ

です。  

 

（会長）  

　よろしくお願いいたします。学校司書が実務研修をするとなると、学校司

書の立場を考えると、司書教諭との連携をしておかないとなかなか動きづら

いということもありますので、そのあたりもお願いできたらと思います。  

他に全般的なことで何かありますでしょうか。  

 

（委員）  

　実務研修は、具体的にはどういうことをするのですか。  

 

（事務局）  

図書館実務研修の実施内容でよろしいでしょうか。  

第 2 回は西河内委員に講師をお願いし、2 回に分けて開催しました。1 回

目は初級向けということで座学として講師にお話しいただき、2 回目はグル

ープワークとして、1 つのテーマや日頃思っている問題点など、参加者メン

バーで話し合い、発表するというような形で行いました。館内整理日に行い、

なるべく多くの人数が参加できるような状況で、10 月と 11 月に開催いたし

ました。  

 

（委員）  

　私は実務とは、司書さんがどういうことされているのかと、単に図書館に

行ってこの本を借ります、本を返しますというような実務の研修だと思って

いたのですが、実はそうだったんですね。そして、その実務の中にどういう

本を選択するとか、先に利用者の動向という言葉がありましたが、各館で利
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用者の動向が少しずつ違っているのだと思って聞いていたのですが、そうい

うことについての研修ではなく、問題点の話し合いとか、そういうことだっ

たんですね。  

 

（事務局）  

研修の内容としましては、今年度の「図書館の自由について」は、図書館

の自由に関するいろいろな事例について学びました。例えば、個人情報をど

う扱うか、どのように選書していくかなどです。また、窓口業務に関しても、

問い合わせに対してどのように回答していくかなど、すべてが窓口サービス、

いろいろな図書館サービスに繋がってる部分がありますので、司書全員で考

える場となっております。昨年度は接遇、来年度は危機管理といったテーマ

で毎年実施しています。利用者への窓口サービスに繋がる問題点など、経験

の少ない司書でも話し合いの中で知識として学べる研修となっております。 

 

（委員）  

私がやる研修会は勉強会ではなくて、具体的な事例を出してもらって、そ

の事例についての解説をします。図書館での研修は、理屈もわかっておいて

いただかないといけないし、なおかつそれを踏まえた上で、こういう場合は

こうするという実学ですので、実際役に立たなかったら意味がないです。　

だから、単に大学の先生が見聞きして習得したことをではなくて、こちらが

現場で実践をし、様々なところでぶつかってきた課題や疑問や問題点を踏ま

えた上で、そこをどこでどうしたらいいのか、こういうことしたので失敗し

てしまった、これについて後からの反省がこうだったなど、結構こと細かく

やるんですね。だから、実は話し合ってもらうところも、単に理屈で考える

のではなく、自分たちがその場に置かれた時にどういうふうにしなければい

けないのかというところで、とにかく頭を絞って取り組んでもらうというこ

とをしています。当然、いろいろ図書館の事情や状況を踏まえた上で、ここ

のところはこれが必要であるとか、受講生の状況を予めわかった上で、アド

バイスをするようにしております。  

 

（会長）  

委員さん意外でしょうが、図書館の中の仕事、図書館の司書が何をしてい

るかというところが一般的にはわかってないと思います。元々図書館の人と

いうのはＰＲが下手と言われていまして、きちんとＰＲしておかないと図書

館は本を借りたり返したりするだけですよねという感覚になってしまうの

ではないかと思います。実は、本の貸出返却というのはほんの一部であって、
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そのバックボーンに持ってるものが結構あるのですよね。規則で成り立って

いるもの以外の対応をしないといけないこともあって、それは実際に起こっ

たことを経験値として、解決策を考えるとか、そういうものも研修会である

のではないかと思います。図書館の人はもう少し外に向かって、図書館では

こういうことをしているというＰＲをしていただけた方がいいかなと思っ

ております。  

全館については、この辺でおきましょうか。それでは、中央図書館の報告

に関して、ご質問等ありませんでしょうか。  

 

（委員）  

　質問ではなく、意見ですけれどよろしいでしょうか。  

まず最初にお伝えしたかった言葉があるのですが、コロナが少しずつ収束

するに伴って、子供たちへのおはなし会が再開していて、とてもよかったな

と思っております。  

今回のデータになりますけれども、報告を拝見して、図書館が動いてきて

いるというのをとても感じています。図書館に行くごとに多くの発見が増え

てると思いました。  

中央図書館の意見ですが、3 ページ、移動図書館車ブックルの学校訪問で

すが、11 校もの学校から応募があり、抽選で 4 校になって、あとの 7 校も

今度行ってほしいなと思いました。  

市役所前の広場での見学会や貸出を行ったなど、出かけていく、出張して

いくというのはとてもいい取組だと思いました。  

それから、5 ページ、「本の探し方がわからない」という、こういう取組を

して下さっていてありがたいと思いました。3 段になった本のラベルはどう

見ていいのかわからないという方が多いと思うんですよね。2012 年に図書

館友の会で司書さんにお願いして、ラベルの見方講座というのをさせていた

だいたことがあります。その時に中央図書館の多目的室に 20 名近くの方が

来てくださって、司書さんが丁寧に、このラベルっていうのは本の住所です

と、すごくわかりやすく説明してくださり、なるほどと納得したのを思い出

しました。例えば、ご提案ですけれども、図書館でラベルの見方の講座を多

目的室でしてくださったらいいのではないかと思いました。  

 

（会長）  

中央図書館の中でいくつか意見としてございましたが、やはり先ほど言っ

た図書館業務の中身の問題として、使い方がわからないというのは、もっと

ＰＲするべき事項かなと思いました。目録分類法講習会のような、市民向け
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の本の探し方でもいいんでしょうけども、本を探し方とすると少し漠然とし

ているので、例えば、目録はどうなってるのか、分類はどうなっているのか

など、図書館の業務の中身を講座のような形で開かれてもいいのではないか

と思っています。  

 

（委員）  

ここには写真が載ってますけど、イベントや取組をした時の、記録は動画

は撮っていますか。  

 

（事務局）  

動画は撮っておりません。写真のみです。  

 

（委員）  

動画で撮って、それを例えば YouTube などで流すというのをやっている図

書館もございます。下関の図書館でもされたらどうかなと思います。先ほど

会長が、図書館は宣伝が下手という話をしていましたので、積極的にこうや

ってるよという宣伝をもう少しした方がいいと思います。YouTube も時間は

そんなに長くないですし、主要なことを流したりなど、個人の間でも、うち

の娘も孫の様子を動画に撮って LINE で送ってきます。きちんとアピールを

するという意味で、しっかりとされたらどうかと思います。今は動画を撮る

のも簡単ですし、上げるのも易しくなっていますので、お願いしたいと思い

ます。  

 

（会長）  

YouTube というのは、撮影する時には撮影しますと必ず言っておかないと

いけませんけれども、実際何をやってるかということのＰＲの一つだと思い

ます。あまり手がかかってもいけませんので、手がかからない方法でやって

いただくといいかと思います。  

2 ページのレコードや VHS ですけど、レコード鑑賞会をされてるのでプレ

イヤーはお持ちなんでしょうけれども、こういうレコードとか VHS というと

再生機の問題があると思うのですね。今現在 VHS はほとんどないので、保存

するからには再生機の確保というもの必要じゃないかと思います。お聞きす

るのですが、VHS の再生機はありますか。  

 

（事務局）  

中央図書館と豊田図書館の視聴覚コーナーに VHS デッキをご用意はして
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いますが、やはり劣化が進み、機械の不調も多く、利用がなかなかできない

状況になっております。  

 

（会長）  

VHS の中身が問題なのか外身のそのものに問題があるかはわかりません

が、VHS の中身が重要なものであったとすると、メディア変換ということで

DVD にするなども少し検討してもらったらいいと思いました。  

レコード鑑賞会についても、図書館で持ってるレコードだけではなく、持

ち込みしたレコードで鑑賞会をするというのも一つのやり方ですので、これ

もまたＰＲといえばＰＲになりますので開催するといいと思いました。  

それから 3 ページの 2 行目ですが、読み間違えかと思ったのですが、図書

教諭ですか、司書教諭ですか。  

 

（事務局）  

申し訳ありません。記載間違いで、正しくは司書教諭です。訂正いたしま

す。  

 

（会長）  

　図書教諭と書いてあったので、図書館に関係する教諭だと思ったのですが、 

司書教諭ですね。  

それから先ほどありましたように、移動図書館に応募した残りの 7 校につ

いては、よろしくお願いします。公正を期すためにも実施するといいと思い

ます。  

6 ページの、「絵本に親しみ絵本に出会う空間づくり」ということで、外遊

びと家遊びというのがあるのですが、これはどういうことなんでしょうか。 

 

（事務局）  

　12 月から 3 月は、家の中でお子さんとの時間を楽しもうというテーマで、

家遊びの絵本を選びまして、8 月から 11 月の外遊びは、お散歩やお出かけ

というテーマで本を選書しております。例えば、自然遊びフィードバックや、

乗り物図鑑、写真で虫の世界、親子で楽しむ乗り物などです。それぞれのテ

ーマに合わせ本を選び、チラシとリストを作成して紹介しております。  

 

（会長）  

先ほど VHS のビデオテープやレコードを再生するものですが、今それがで

きる複合機をネットで通信販売してるメーカーもあります。実際にそれを作
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っているところがあるので、完全にメディア変換をしなくても使える機械そ

のものは、全部複合でできるようになってるものが開発されているし、現実

に売られています。今ある機器が使えなくなったら、そういうのを使われて

もいいと思います。テープそのものはどんどん使うたびに消耗されていくの

で、内容そのものを重視するのだったら、メディア変換した方がいいとは思

います。保存の仕方はメディアによってやり方が違うはずです。だから、同

一条件では保存はできないので、それを変えるということであれば、今の状

態がどちらの方が保存しやすいのかというのはあります。やがて、ビデオテ

ープは消えてゆく運命にあるというのははっきりはしてるんですけどね。  

 

（会長）  

ＮＨＫは映像テープを、年に 1 回とか 2 年に 1 回とか、全部機械で巻きな

おして中に空気を入れて乾燥させると聞いたことがあります。そうしないと、

そのうち磁気が引っ付いてしまって、再生しても全然映らないというものも

あるようです。もし、そういうものを持つのだとすると、検討がいるかもし

れないです。  

それでは、各館の報告に移ります。各館については、まとめてご意見を伺

いましょうか。ご質問等はありますでしょうか。  

 

（委員）  

質問ではなく意見ですがよろしいですか。  

それぞれ地域館独自の工夫と取組をされていて頭が下がります。図書館員

さんたちが一生懸命頭をひねり、心を尽くして取り組んでくださっているの

だというのがよくわかりました。これまで中央図書館は人権週間など、他の

課との連携でいろいろな取組をされていましたが、今回初めて菊川図書館と

豊浦図書館が環境政策課とのコラボで取組をされて、豊浦図書館では図書館

まつりの中で講座をされていて素晴らしいと思いました。図書館はすべてジ

ャンルを網羅しているので、これからも他部署との連携を進めていただけた

らいいと思いました。  

また、長府図書館は貸出が倍以上になっており、どういう工夫がされたの

か、今度長府図書館にもぜひ足を運んでみようと思いました。  

全体として、第２次下関市立図書館基本計画の 42 ページにある数値目標

のサービス指標があるのですが、昨年の 11 月にいただいた令和 4 年度図書

館年報の数値で見てみました。例えば、指標 1 の人口 1 人当たりの貸出数

4.1 点というのが、4.4 点に増加しているんですね。令和 9 年度の目標は 6.6

点ですけれども 4.1 が 4.4 に増加していました。指標７の登録率 11％は、
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これは残念ながら 11％そのままなんですけれども、会長さんが先ほどおっ

しゃいましたが、もっとアピールをして、こんなにたくさんの魅力的な取組

をしてくださってるから、それが 1 人でも多くの市民の皆さんにもっと伝え

られたらいいと思います。もっと足を運んで一緒に享受していただけたらい

いなという願いがあります。やっぱりもったいないと思います。何かもう少

し有効な情報発信があったらいいといつも思っております。皆さんそれぞれ

地域館の特質を考えた上で様々に取り組んでくださってることに感謝いた

します。  

 

（会長）  

　各図書館でいろいろな取組をしていただいていることについては、私たち

も感謝申し上げたいと思います。本にしても運営にしてもお金もかかります

し、税金でやってることでもありますから、当然市民が使ってもらって幾ら

というのがありますから、その方策としていろいろなことも考えていただき

たいとは思います。頑張っておられるのは十分承知しておりますけれど、Ｐ

Ｒに力を入れていただきたいと思います。  

そういう点では、菊川図書館と豊浦図書館でスタンプラリーをされている

ということは非常にいいことだと思うので、もう少し広げてもいいと思いま

す。それぞれの図書館で特色がありますから、例えば一定の期間にそれぞれ

の図書館の特色を出した展示会をすることで特色が伝わって、例えば７館全

部行くとグッズを渡すというイベントをするのも一つの手だと思います。  

以前、山口県内の大学ですけれど、ＭL 連携といって、ミュージアムとラ

イブラリーの連携展示をやってました。東は岩国短大から始まって下関市立

大学も水産大学も入りますけども、全部で 15 機関の図書館を使ってミュー

ジアムとライブラリーの連携展示展というのをずっとやってるのですが、そ

の時に、スタンプラリーのようなこともやったこともあります。そういうの

も 1 つの手かと思います。  

あまり本とか学術にあまりこだわってしまうと何もできないので、図書館

以外の、人を集めるためにいろいろなところを巻き込んでしてはどうでしょ

うか。あちこちとのコラボ、今回の環境月間ということでやられてますけど、

図書館まつりなどで、そういったコラボをして図書館を広めていくことは必

要かと思いました。  

 

（委員）  

同じような内容になるのですが、菊川図書館と豊浦図書館とがされている

環境月間の取組はとても素晴らしいので、できれば毎年継続して行っていく
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など、そういう計画はあるんでしょうか。  

せっかくいい取組なので、9 ページと 11 ページに載ってる同じポスター

ですが、左下だけが図書館名と問い合わせ先が違うものを作られたと思うの

ですけども、どういうところに掲示依頼をされたのか、小学校、中学校とか

公民館とか、どんなところに貼られたかというのが知りたいです。  

 

（会長）  

ポスターの貼付場所について、ご質問がありましたがいかがですか。  

 

（事務局）  

豊浦図書館でございます。いろいろご評価いただきありがとうございます。 

ご質問がありましたポスターにつきましては、菊川図書館とそれぞれで違

いますけれども、ＰＲはいろいろさせていただきました。先ほどの環境の講

座もありますので、当然各学校へも積極的にＰＲしたところです。お尋ねが

あった貼付先については、具体的に手元に配布先リストがありませんのです

ぐにお答えできません。申し訳ありません。  

 

（委員）  

　これは継続して取り組む予定にはなっているのでしょうか。  

 

（事務局）  

今年度につきましては環境政策課と菊川図書館と豊浦図書館という連携

でしたけれども、今現在、豊浦図書館では引き続き形を変えて、この環境月

間を連携してやっていこうと考えております。菊川図書館との連携について

はまだはっきりしておりません。  

 

（会長）  

1 回で終わってしまうと、せっかくできた繋がりがうまくいかないので、

できるだけ継続してもらう方がいいかと思います。  

その他何かご質問意見はございますか。  

 

（委員）  

長府図書館が職場体験に来た中学生に、おすすめの本コーナーを設置させ

た取組がすごくいいなと思いました。貸出状態が続き好感触だったというこ

とで、他の図書館、特に豊北図書館は学校の中に図書館があるので、本当に

羨ましいなと思います。  
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私は中学校の教員ですが、今は何かを子供のためにするというのではなく、

子供も巻き込んで、他者から子どもたちへありがたいという思いを伝えても

らったり、人との関わりが非常に深くなることで先へと繋がるものになるん

じゃないかと近年すごく感じてます。子供を参画させながら何かをやってい

くことで、子供たちにとって必要なものが身についていくのではないでしょ

うか。子供たちから誰かに発信をする、そういう取組を特に豊北図書館はと

てもやりやすいのかなと思います。  

他の図書館でも、例えばどこかの図書館で中高生に、こういう本が入った

から本の紹介を企画してみませんかという投げかけをしていただいたりす

ると、若者の中にも、じゃあやってみようという子がいると思うんですよね。

どの時代、いつの時代でも、本離れと言われますけれども、今でも本好きな

子はたくさんいます。そういう子供たちに、図書館に何か機会を捉えて、発

信して、みんなからよかったよと言ってもらえるものに繋げていくような計

画をしていただけるとすごくありがたいなと感じました。非常にいい取組で、

学校でもぜひこの取組を、委員会の子供と、それから希望者を募りながらや

ってみるといいなと、いいヒントをいただきました。ありがとうございます。 

 

（委員）  

中学生に選書をしてもらうのはいいなと思います。私は今、更生保護女性

会菊川に所属しておりまして、学校の図書の代金を会費から渡すことにして、

本は学生さんたちが選んでくださいということにしました。そうすると、私

たちの思ってるものと全く違う本が並ぶんですよね。実に面白いなと思った

ことがあります。  

それと、菊川には小学校 3 校と中学校 1 校ありますが、司書先生が来てく

ださったおかげで、その先生と話す機会があって、他の学校の様子も聞くこ

とがあります。中学校で「菊川で学び、活躍する日」というのがあって、司

書先生が金子みすゞの詩の「大漁」の絵はがきをたくさん買ってこられたそ

うです。その中学生が活動をする日に、この絵葉書を使って、季節感のある

ようなものにしてくださいと頼んだら、その生徒さんたちが、模造紙のよう

な紙に先生が渡した詩に絵を添えて壁掛けみたいにされたんですね。あっと

いう間に仕上げてくださったそうです。生徒さんたちは美術部に所属してら

っしゃる方でさすがだということで、それを見せてもらいました。活動は各

学校それぞれの対応しますので、その学校は図書に関したもの、例えばある

学校は花壇の整理を手伝ってくださいということで、違うことをされます。

絵葉書を壁掛けにしたものを見せていただいて、それを各小学校に回して見

せてあげてくださいとお願いしたら、学校とも話し合って、楢崎小学校にそ
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の壁掛けを回して見せてくださることになりました。これも司書先生がいら

したおかげで、そういう活動も広がったのだと思います。そして、そういう

話をさせていただく機会をいただいたということも、司書先生がいらっしゃ

るからこそだったと思います。そういう意味で、ぜひその学校司書さんの設

置、継続をお願いしたいと思っています。  

 

（会長）  

他にありませんか。報告につきましてはここで一旦終わろうと思います。 
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　議事(2)　令和 6 年度下関市立図書館基本計画年次計画 （案）について　　　　　　　　　　　　　　

 

（会長）  

　それでは、議事（2）令和 6 年度下関市立図書館基本計画年次計画（案）

について、事務局から説明をお願いします。  

 

（事務局）  

令和 6 年度下関市立図書館基本計画年次計画（案）につきまして、ご説明

いたします。中央図書館から順にご説明いたします。  

 

　令和 6 年度の目標項目は全体で 19 項目となっております。  

資料 2 の 1 ページをご覧ください。全館の目標としまして、5 項目を挙げ

ています。  

「図書館サービスの周知」といたしまして、各図書館で掲げた年次計画の

確実な遂行に向けて、定期的に各図書館における状況を把握し、業務やサー

ビスについての広報を行います。ここには記載はありませんが、令和 5 年 10

月から開始した電子図書館サービスについての広報を行います。  

「図書館司書の技能向上」としまして、図書館司書の専門的な外部研修を

受講し、技能向上を目指します。窓口サービス、児童サービス等についての

内部研修を開催します。  

「学校図書館との連携の強化」としまして、学校司書や学校での読書推進

に関わるボランティアに対し、研修会等の情報を発信します。図書館で除籍

となった児童図書を活用することで学校図書館を支援します。  

「地域資料の充実と利用促進」としまして、下関市が発行する行政資料や、

地域に関する資料の収集に努めます。新しい情報を利用者に発信できるよう、

定期的に行政資料コーナーの更新を行います。  

「図書館サービス満足度の把握」としまして、基本計画に沿った質問につ

いて、図書館ごとの満足度で評価するアンケートを各図書館や図書館ホーム

ページで行い、結果を公表します。基本計画の実施期間中は、毎年実施しま

す。  

続きまして、2 ページをご覧ください。中央図書館についてご説明いたし

ます。中央図書館の目標は 6 項目です。  

「特殊コレクションの活用とその情報発信」としまして、前年度まで継続

して整理・登録した資料を活用し、イベント及びその広報を行います。その

前後で、関係資料を展示します。合わせて、関連する既存資料の情報発信を

行い、利用促進を図ります。また、前年度に引き続き、未登録資料の登録や
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活用に向けての準備を行います。  

「移動図書館車「ブックル」の積極的な広報活動（継続）」としまして、  

移動図書館車「ブックル」のアピール・広報活動を継続して行います。  

学校訪問を引き続き行います。今までに行ったことのない場所に出動するこ

とや、イベント等に積極的に参加することで、「ブックル」のアピールに努

めます。加えて、上記イベントなどで活用できる配布資料を作成します。  

「資料情報の整理と、情報提供の利便性の向上（継続）」としまして、  

図書館システムを検索したとき表示されるデータに、情報量が少ない資料が

混在しているため、該当の資料を探し出して情報を増やし、利用者が検索し

やすくします。今年度は 5 階一般閲覧室の資料データの整理を行います。  

「地域資料の充実と整理（継続）」として、長府図書館から移管した「乃

木資料」他を整理し、中央図書館の蔵書とします。前年度は乃木資料のうち、

遺書寄贈と思われるものを整理したため、今年度はその他の乃木資料の整理

を行います。  

3 ページをご覧ください。  

「市民参加型講座の開催」としまして、障害者サービスに関する整備を行

い、利用者にデイジー図書やサピエ図書館についての知識を広め、利用を促

すきっかけを作るための講座を開催します。具体的には、デイジー図書再生

機の「プレクストークの使い方」の体験講座を予定しています。  

　また、ブックコーティングの方法を伝え、体験する講座を開催します。一

般向けを対象とし、同時に学校司書や図書ボランティアとの連携も視野に入

れて募集します。  

「ＹＡ（ヤングアダルト)コーナーの整備と利用促進」としまして、ＹＡ

コーナーの整備を行います。書架全体を見直し、ゆとりのある棚づくりをし

ていきます。また、これによってできるスペースを活用し、面出しやテーマ

展示を行うことで、新たな資料と出会える機会を増やします。既存の見出し

と表示を必要に応じて作成・追加し、資料を探しやすい環境を整えます。  

中央図書館の説明は以上です。  

 

彦島図書館です。資料 2 の 4 ページでございます。  

令和 6 年度の目標は、今年度に引き続き、利用しやすい書架の環境づくり

としています。来年度は一般閲覧室に加えて、児童室の書架の整理を予定し

ています。具体的には児童室の本の配置がえ、それから見出しの工夫などで

す。また、本年度に引き続き、タイムリーなテーマコーナーを充実したいと

考えています。  

新たなテーマコーナーといたしましては、これまで貸出数が０回の本をピ
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ックアップし、常設コーナーとして展示することを予定しています。  

 

　長府図書館です。業務目標は 2 点です。  

1 つ目は、利用しやすい書架へというところで、書架の古くなった表示を

新しくして、より利用者が利用しやすいように、目につきやすいようにした

いと思っています。  

2 つ目は、ＹＡ（ヤングアダルト）コーナーの展示の工夫です。５年度に

ついては、確かに利用数が倍増になりましたが、その中でキャリア教育に関

しての資料の貸出については、思ったほど伸びがありませんでした。そこで

6 年度については、特にキャリア教育に注力した展示を行っていきたいと考

えています。またテーマ展示の充実も図ります。  

 

　続いて菊川図書館です。貸出回数が少ない資料の利用促進ということを目

標としております。貸出回数の少ない資料の中で、おすすめの資料を展示し、

貸出を促すこととします。決められた冊数の対象資料を借りた方には、図書

館で作成したしおりをプレゼントし、子供だけでなく一般向けにも本に出会

う機会を提供します。  

 

　豊田図書館です。資料 7 ページをご覧ください。令和 6 年度は、業務目標

を 2 つ挙げております。  

1 つ目は、紙芝居の利用促進です。現在、紙芝居のタイトル（題名）の 50

音順に並べている紙芝居をジャンルごとに仕分けして、利用者が目的に応じ

て選択しやすいようにいたします。  

2 つ目は、地域資料の整理と充実です。豊田地域にちなんだ資料、ホタル

や郷土史等、整備の充実を図り、利用者のニーズに答えられるように複数年

かけて整理いたします。  

 

　豊浦図書館では子供の読書推進のための活動を業務目標に掲げておりま

す。内容といたしましては、子供たちにもっと気軽に絵本を楽しんでもらう

きっかけづくりということで、夏休みの 8 月と図書館まつりの 10 月に絵本

クイズを 2 週間程度開催する予定としております。  

この資料作成時にはまだ未定でしたが、先ほどご意見をいただきました環

境月間、これについても引き続き連携ということで取り組んでいきたいと考

えております。  

 

豊北図書館でございます。9 ページをご覧ください。業務目標は、図書館
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の認知度アップを図り、利用促進につなげることでございます。  

取組の内容といたしましては、豊北図書館は中学校内にある事情から、生

徒への感染リスクを防ぐため、これまでは情報発信を控えて参りましたが、

次年度からは、Facebook での情報発信に力を入れてまいります。  

また地域開放講座では、豊北中学校の司書教諭と連携いたしまして、地域

の方も興味を持って参加できるようなイベントを実施して参ります。  

ちなみに、今年度はオリジナル本づくりを実施し、参加者 12 名のうち地

域の方は 3 名参加いただきました。  

施策の方向性といたしましては、今後とも、地域とともに成長する図書館

づくりを目指し、地域の市民と交じり合えるサービス提供に努めて参ります。 

 

（会長）  

　各館ごとの年次計画（案）が示されましたが、ご意見やご質問はございま

すでしょうか。  

 

（委員）  

　質問ですが、３ページの中央図書館の市民参画型講座のところで、①の障

害者サービスを体験する講座の開催で、「デイジー図書やサピエ図書館につ

いての知識を広め、利用を促すきっかけを作るための講座を開催します」と

あります。デイジー図書やサピエ図書館というのは、対象は視覚障害者向け

のものなんですが、サピエ図書館は視覚障害者個人でも登録できて、利用で

きるようになっていますので、実際使ってる人は、公共図書館を通さないで

個人で実際にやっています。だからこの場合だと、対象が視覚障害者本人な

のか、あるいはそうではない一般市民向けの講座なのかが、記載がないので

わからないです。  

私が滋賀県の町立図書館にいた時には、これを視覚障害者ではない一般向

けの講座としてやりました。下関で用意をされてるのは、一般市民向けなの

か、視覚障害者当人なのかどちらでしょうか。  

 

（事務局）  

この講座については、一般向けを対象として考えております。  

 

（委員）  

体験してもらうということですね。こういうサービスをやっていて、それ

を具体的に、実際にやってる機器とか、こういう使い方をするんですよとい

うのを体験して、知識を広めてもらうということだと思うんですね。  
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下関には盲人福祉協会の点字図書館がございますけど、点字図書館との連

携は考えておられるんでしょうか。  

 

（事務局）  

今のところは連携といったことはしておりませんし、考えてはおりません

が、今後こういった講座等がある場合は、専門的な知識を得る機会として、

連携をしていく必要があるのかということは考えていきたいと思います。  

 

（委員）  

よろしくお願いします。私は障害者サービス関係のことは、いろいろなと

ころに呼ばれて話をしてますので、協力できることがあると思います。  

 

（委員）  

計画を拝見して、いつも子どものことにとても力を入れてくださり、それ

がうれしいなとありがたく思っています。私は住んでるところが新下関なの

で、やはり場所的に図書館が結構遠いと思うことがあって、気軽に行けなか

ったので、今度はまゆう図書館ができるのはとてもありがたいなと思ってい

ます。  

移動図書館ブックルもとても気になるのですが、今まで行ったことのない

場所とかイベント等にも行かれるということなんですけども、今のところど

ういったところに行こうと思われてるのでしょうか。どんなイメージとか、

イベントなど、決まっているのでしょうか。  

 

（事務局）  

今は図書館内部での検討段階ですので、まだ、実際の場所に声がけとか検

討段階に入ってない案ですけれども、各公民館でされている文化祭の方に行

ったりであったりとか、市の施設の方に、何かイベントにからめて出たりと、

そういったことを内部の方では検討して、これから働きかけをしていこうと

考えております。  

 

（委員）  

先ほどの市民参加型講座のところで、プレクストークって何ですか。  

 

（事務局）  

プレクストークは何かということで、専門的な用語で注釈をつけずに大変

失礼いたしました。プレクストークというのは、上にありますデイジー図書
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というのがあるのですけれども、こちらはイメージとしては録音図書に近い

ようなものになります。ＣＤの媒体になっていて、耳で聞くものになってお

り、視覚障害の方の利用を重視した作りになっております。ボタン 1 つで、

何ページにジャンプするとか、しおりを挟んで一旦終わっても次からそこか

ら読めるなど、そういったいろいろな読む時に便利な機能がついている専用

再生機となっています。中央図書館に 1 台所有しているのですが、今まで活

用されてなかったということで、昨年のサピエ図書館の方にも加入し、これ

からデイジー図書も積極的な収集にも努めていこうと思っておりますので、

この機械の周知、職員の自分たちの知見を広めることも含めまして、活用を

図っていきたいなと思っております。  

 

（会長）  

豊田図書館の中で、紙芝居の利用促進というのがありますが、図書館では

紙芝居の上演はされないんでしょうか。  

 

（事務局）  

希望があるところには、司書が行って紙芝居等を行っています。  

紙芝居はタイトルの順で並べているので、利用者のニーズに合っているか

というところがわかりにくいため、今後それをジャンル別に分けて、利用者

の希望通りの紙芝居を選べるようにしたいと思います。  

 

（会長）  

図書館が独自で紙芝居上演をするということもいいと思います。昔は紙芝

居の常套手段として、自転車に載せた紙芝居でおじさんが話をして飴を売っ

て、いいところで続きはまた来週というふうに上演していました。やはり懐

かしさもあり、紙芝居の上演を図書館でもイベントとして行うのもいいかな

と思いました。  
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　議事(3)　その他　  

 

（会長）  

それでは、「議事（３）その他」に移りますが何かございますか。  

ないようでしたら、事務局から報告があるようですので、お願いします。 

 

安岡地区複合施設内の図書館について  

 

（事務局）  

前回の第１回協議会の時に、安岡地区複合施設内の図書館について、名称

を皆様にいろいろと考えていただいた件について、ご報告いたします。資料

3 をお願いします。  

1．図書館の名称ですが、はまゆう図書館といたします。皆さまから沢山の

案をいただき、教育委員会の中での協議の結果、市の花である、はまゆう図

書館としました。  

選んだ理由としては、まず下関市をイメージできること、次に旧園芸セン

ター敷地であり緑あふれる多世代交流型コミュニティ空間の中にあるため、

植物の名前がふさわしいこと、最後に、はまゆうは山陰方面に群生地がある

こと、以上となります。  

続いて 2．図書館の概要です。特徴は、緑の眺望が楽しめるくつろぎ型の

図書館となります。次のページに安岡地区複合施設 1 階の平面図がありま

す。点線で囲まれた部分が図書館になります。  

延べ床面積は 800 ㎡で、集い和めるエリアを含む一般図書エリア、児童図

書エリア、静かな部屋、事務室に分かれます。席数は約 120 席あります。  

資料の最大収容能力は 5 万冊程度あり、内訳は一般図書は 35,000 冊、児

童図書は 15,000 冊となります。重点整備資料ですが、植物園芸に関する資

料、録音図書や点字絵本などのハンディキャップサービス資料、勝山、内日、

川中、安岡、吉見地域を中心とした地域資料としております。  

開館時間は、他の地域館と同様で、午前 9 時 30 分から午後 6 時 30 分まで

となり、休館日は、市内全ての図書館と同様で、月曜日、年末年始、各月の

最終金曜日及び 12 月 28 日となります。  

3．今後の主なスケジュールは、令和 6 年 3 月の議会に、図書館設置条例

の改正議案を提出し、名称等が最終的に決定することとなります。  

報告につきましては以上です。よろしくお願いします。  
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（会長）  

　事務局から安岡地区地区複合施設内の図書館について説明をいただきま

したが、何か質問、ご意見等はございますでしょうか。  

 

（委員）  

直接図書館の中身ではないのですが、アクセスのしやすさとして、こちら

の図書館は駐車場はどういうふうになってるか、何かわかっていますでしょ

うか。  

 

（事務局）  

今、地域館は駐車場の問題がいろいろありますが、はまゆう図書館の駐車

場は広くとってありますので、行きやすい状態にはなっています。  

 

（会長）  

公共交通機関はどうなりますか。  

 

（事務局）  

安岡地区複合施設にバスが通るように何か検討されてるような話を聞く

のですが、具体的には情報はありません。  

 

（会長）  

直接、このはまゆう図書館に行くのではなくて、近くを通るバスいうのも

当然あるでしょう。施設の前は国道でしたか。安岡駅からはそう遠くはない

ですし。  

 

（委員）  

このレイアウトであるとか書架の段差とか、すべてを業者さんにお任せで

すか。それとも例えば、サービスカウンターであるとか事務室であるとかと

いうのは、図書館さんが使いやすいように、そんな声を届けられるのかなと

思うのですけど、いかがでしょう。  

 

（事務局）  

来年 1 月に向けて、結構な回数をＳＰＣ業者と図書館、他の部署、安岡支

所等と、いろいろな部分についての協議をしています。書架についても、ど

のような高さがいいのか、緑の眺望が楽しめるとあるので、あまり高かった

ら楽しめないとか、何段がいいのかなど話をさせていただいております。  
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（会長）  

図面の左上は演習室でしょうか。実習室ですか。  

 

（事務局）  

左上の六角形の建物は、旧園芸センター機能のもので、図書館ではありま

せん。点線で囲まれたところが図書館の部分になります。  

 

（会長）  

複合施設ですから、共用で使えるところは図書館でも使えるところもある

のかと思ったのですが。例えば会議室とか、共用で使える部分はあるのです

か。  

 

（事務局）  

中央図書館であれば、図書館に関することで団体等に使っていただく多目

的室という部屋があるのですが、安岡地区複合施設は、他の地域住民の方と

同じように借りる手続きをしていただいて、使用料が発生するような形にな

ります。  

 

（会長）  

例えば、図書館が玄関ロビーを使って何かイベントをするいう時はどうな

りますか。  

 

（事務局）  

図書館の中でということですか。  

 

（会長）  

複合施設の入り口付近、アトリウムです。  

 

（事務局）  

アトリウムをどのように運用していくかというのは、こちらには情報がな

いです。もし、地域住民の方が何かイベントで利用してもらうような体制と

なれば、図書館からも図書館のためのイベントをそこでさせて欲しいという

話はできると思います。どのように使うかは、まだ把握してないのでわかり

ません。  

 

 



30 

（会長）  

図書館の施設はこれだけですというのではなく、この複合施設を全体を図

書館として使えるような努力をした方がいいと思います。せっかくの施設で

すから、例えば、図書館がイベントする時に、入口から入ってすぐのアトリ

ウムあたりを借りて行うなど、施設そのものは複合施設ですけれども、全体

を図書館として活用できるような方策を考えて、少しでもＰＲできたらいい

と思います。  

 

（事務局）  

また全体で協議する場があると思いますので、こちらから相談してみたい

と思います。  

 

（会長）  

これは 1 階の平面図ですが、2 階はどうなっていますか。  

 

（事務局）  

2 階はステージや研修室があって、貸し出しをする部屋になっています。 

 

（委員）  

豊浦図書館で図書館まつりの時に環境講座を開催したのも、支所の中の空

いてる部屋をお借りしたと思うのですけれども、例えば、はまゆう図書館の

図書館まつりをする時に、豊浦図書館のような取組をしたい、読書会をした

いなど、何か図書館に関わるイベントをする時に部屋をお借りできるかどう

かということはきちんと保障されて欲しいと思います。そういう時は料金が

発生するんですか。  

 

（会長）  

もちろん、そうでしょうね。  

 

（委員）  

安くなるとか減免などの話だと思います。  

 

（会長）  

これは動き出してからの話だと思いますが、要は、複合施設であることの

メリットを生かしてしまうということで言えるのではないかと思います。市

民館でやった時には、駐車場は無料でしたから、多分特別扱いをするとかと
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いうのは今後あるのかもしれません。その辺は図書館の方に頼みたいと思い

ます。  

 

（事務局）  

詳しくはまだわかりませんが、主催が図書館であるかそうでないかで、変

わってくるのかとは思っています。  

 

（会長）  

図書館の使い方について、どこかで議論ができる場所があると思います。 

楽しみにしていきたいと思います。  

 

　閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

 

（会長）  

　それでは、以上をもちまして、令和５年度第２回下関市立図書館協議会を

終了いたします。  

以上で議長としての私の務めは終わりましたので、司会にマイクをお返し

いたします。  

 

（事務局）  

　吉光会長、委員の皆さま、ありがとうございました。  

　本日の会議はこれで終了でございます。  

　お気をつけてお帰りください。  

（以上）


